
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10:00～12:00 13:00～14:45 15:00～16:40 必須テキスト 

臨床コース 

1 月 15 日（日） 

実技 総集編① 

「フェザータッチ・労宮診」 

太極陰陽論解説 

講師：藤本蓮風 

症例レポート 

発表者：藤本彰宣 

『胃の気の脈診』 

『東洋医学の宇宙』『経穴解説』 

基礎コース 

1 月 29 日（日） 

空間診・尺膚診 

講師：油谷真空 

各種弁証 

講師：堀内齊毉龍 

治則治法と選穴 

講師：藤本彰宣 

『上下左右前後の法則』『経穴解説』

『鍼灸臨床能力・実践編』 

 

お問い合わせ                           

北辰会事務局    TEL:0743-70-8878  hokushin@isis.ocn.jp  

関東支部事務局  TEL:042-573-3１83  soutenndou@yahoo.co.jp 

※会場や日程、内容が急遽変更になる場合がございます。 

前日に（社）北辰会ホームページを必ずご確認下さい。 

（社）北辰会ホームページ URL：http://hokushinkai.org 

（社）北辰会１月本部定例会のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤本蓮風 

“表を以て裏を知る” 
    「鍼狂人の独り言」より 
         左記紹介文参照 

 

臨床コース 
会場：大阪府社会福祉会館 

時間：10:00～16:40 

聴講費：一般  1 万円/回  

学生  8 千円/回 
    （学生証提示のこと） 

基礎コース 
会場：大阪府社会福祉会館 

時間：10:00～16:40 

聴講費：一般  1 万円/回 

学生  ５千円/回 

      （学生証提示のこと） 

 

  

 

実技総集編① 
「フェザータッチ・労宮診」 
 

背候診、原穴診、腹診、いずれも 

フェザータッチを踏まえて為されることに 

よって、また労宮診を合わせることに 

よって、より精度が高くなります。 

今回はフェザータッチ、労宮診に特化 

して練習してみましょう。 

空間診・尺膚診 
 

北辰会オリジナルの空間弁証により 

より緻密な配穴を行うことができます。 

その空間弁証に必要な診察方法を 

学んでいきましょう。 

 

各種弁証 
 

病気も様々。臨機応変に病態を 

正確に把握するために、様々な  

“モノサシ”を使い分けます。 

そのモノサシこそが各種弁証です。 

この講義で頭の中を一旦整理して 

器用な思考回路にしてしまいましょう。 

太極陰陽論解説 
素問陰陽応象大論の重要な語句です。 

表面から深い部分を知る事、或いは現象から本

質を理解すること、陰陽の対立（相異なる部分）

と陰陽の統一（太極）。陰陽（表と裏）は繋がって

繋がらないのです。よって、つながる部分を見てい

れば、表をもって裏を知ることができます。これが

脈診や舌診そして体表観察（切診）なのです。 

西洋医学にはない発想と診察、診断です。 

きわめて東洋的な考えです。このような思想から

所謂難病診療が成り立ちます。 

※代表講義は当日急遽別のテーマになる

ことがあります。ご了承下さい。 

太 極 

陰 陽 論

解 説 

 

症例レポート 
「ミトコンドリア複合体４欠損症」 

治則治法と選穴 
 

病因病理・弁証によって病の本体を 

見破った後、いかなる戦略・戦術に 

よって治療するのか？ 

これが治則治法・選穴の考え方です。 

15 日 29 日 
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